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‭1.はじめに‬
‭この論文を手に取る人達はユニバーサルデザインというものをご存知だろうか。ユニバー‬

‭サルデザインとはバリアフリーであることはもちろん、一部の人達だけでなく社会全体、つ‬
‭まり私達を含む全ての人が使いやすいと感じるデザインを目指す設計思想のことである。‬
‭　私は初め、全ての人が分かりやすいユニバーサルデザインの非常時に役立つピクトグラム‬
‭をつくりたいと思い探究を始めた。しかし、探究を進めていくと色覚異常の人は色の感じ方‬
‭に個体差があるため、ユニバーサルデザインを考えても色の感じ方が違うことで全ての人が‬
‭見やすいとは言えないと感じた。‬
‭　そこで、私たちは色覚異常の人が色覚異常ではない人と同じ色を見られるように出来ない‬
‭かと考えた。調べてみると「色覚補助メガネ」と言われるレンズに色のついたメガネがある‬
‭ことが分かり、「色覚補助メガネ」があるならその仕組みを利用して「色覚補助コンタク‬
‭ト」を作れるのではないかと考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭　　　　　　　　　　　‬
‭2. 序論‬
‭　色覚補助メガネの仕組みを利用して、色覚補助コンタクトを作成するために私はメガネの‬
‭仕組みと色覚異常になってしまう原因を調べた。また、コンタクトのレンズを作ることがで‬
‭きればICL手術に応用できるのではないかと考えた。そもそも色覚異常とは、世界中の多く‬
‭の人々に影響を及ぼす視覚的な問題である。色覚異常で最も多い「P･D型」は、日本の場‬
‭合、男性の約20人に1人、女性の約500人に1人、日本全体では320万人以上いるとされてい‬
‭る。病気や事故で色覚異常となる後天性色覚異常の人も合わせると約500万人いるといわ‬
‭れ、この障害は日常生活に大きな影響を与えている。‬
‭　そこで私達は「色覚補助コンタクトレンズ」に注目したが、調べていくと既に「色覚補助‬
‭コンタクト」が存在していることを知った。色覚補助コンタクトレンズとは、特定の波長の‬
‭光をフィルターすることにより、色の識別を助けることが出来る。しかし、これらの技術の‬
‭効果や適用範囲については、まだ十分な研究が行われていないのが現状である。本探究は、‬
‭色覚補助コンタクトを普及させる方法と「色覚補助コンタクト」の技術をICL手術に活用で‬
‭きるのかについて探究を進める。具体的には、「色覚補助コンタクト」の、ユーザーの体験‬
‭についての正確なデータを収集し分析を行い、「色覚補助コンタクト」の詳しい仕組みにつ‬
‭いて調べを進めることにした。そして、この研究を通じて、色覚異常の人に対する理解を深‬
‭め、色覚補助技術のさらなる発展に繋がることを目的としている。‬

‭3. 本論‬
‭　色覚補助コンタクトとは、‬‭ACS Publication によると次のような説明がある。‬

‭　　「‬‭3D 印刷で使用されるレイヤーごとの材料追加技術により、異なる機能化材料‬
‭　　を特殊なデバイスに組み込むことができます。その結果として得られた光学ス‬
‭　　ペクトルは、市販の色覚異常補正メガネとほぼ一致しました。‬‭」‬



‭　つまり、色覚補助コンタクトを使用する人によって違った色のレイヤーを組み合わせてそ‬
‭れぞれにあった補助コンタクトを作成している。また、この色覚補助コンタクトは色覚補助‬
‭メガネを使用した場合の色の見え方は、ほぼ一致したということである。次にICL手術につ‬
‭いて調べた。ICL手術とは、深作眼科の「ICL（眼内コンタクトレンズ）とは？メリット･デ‬
‭メリットを詳しく解説！」によると、‬

‭　　「‬‭独自の素材で作られた薄いレンズを虹彩と水晶体の間に挿入することで機能‬
‭　　します。‬‭光の屈折を調整し焦点を網膜上に正確に合わせることで、視力を矯正する仕‬
‭　　組みです‬‭。‬‭」‬

‭とある。つまり、この「独自の素材で作られた薄いレンズ」を色覚補助コンタクトのレンズ‬
‭で手術することが可能であれば、色覚補助メガネやコンタクトを使用せずとも、色覚異常が‬
‭ない人と同じ色を見ることができるようになるのではないかと考えた。そして、「色覚補助‬
‭コンタクト」の認知度が高まれば、色覚異常の方が手に取る機会も増え需要が高まり「色覚‬
‭補助コンタクト」の普及につながると考えた。しかし、色覚補助メガネや色覚補助コンタク‬
‭トの認知度が低いのではないかと思い、調査を行った。‬
‭　そこで、本探究では、色覚補助メガネと色覚補助コンタクトの認知度について本校の高校‬
‭3年生89名を対象にアンケートをとった。結果として、色覚補助メガネの存在を知ってい‬
‭る、またはつけている人を見たことがあるという割合は42%、色覚補助コンタクトとは何か‬
‭について知っているという割合は13%であった。この結果より、色覚補助メガネよりも色覚‬
‭補助コンタクトの存在を知る人が少ないことが分かる。‬
‭　私たちは色覚異常や補助技術に関する情報が一般的に普及していないため、特に色覚異常‬
‭の人以外にはその存在が知られていないのではないかと考えた。また、色覚補助技術に関す‬
‭る研究がまだ十分に行われておらず、その効果や利点が広く認知されていない。これらの要‬
‭因が重なり、色覚補助コンタクトの知名度が低くなっていると考える。そのため、今後の研‬
‭究や啓発活動が重要となる。‬

‭4.結論‬
‭　今後の課題としては、色覚補助コンタクトの存在や効果についての認知が低く、特に色覚‬
‭異常を持たない人々に知られていないことや、補助技術の価格が高く、経済的な理由で入手‬
‭できない人が多い。また、購入や試用ができる場所が限られており、入手の難しさが今後の‬
‭課題であると感じた。これらの課題に対処することで、色覚補助コンタクトの普及と有効性‬
‭が向上する可能性がある。‬



‭5. おわりに‬
‭　私たちは本探究を通して、どれだけ便利なものが世界にあってもそれを認知していないと‬
‭必要としている人の元に届けることができないためと感じた。そのために私たちは世界中の‬
‭人に情報を伝える手段を上手く駆使し、必要な情報を必要な人の元へ届けたいと思った。色‬
‭覚補助メガネや色覚補助コンタクトをもっとたくさんの人に伝える活動をしたいと考える。‬
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